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圧力損失を
抑制[3]

 重質油（HFO）を使用し、界面活性剤添加による油回収
管内の圧力損失変化について詳細に計測

 配管を流れる混合流体を採取し、顕微鏡を用いたエマル
ションの状態について顕微鏡観察を実施
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界面活性剤による圧力損失抑制効果の把握本研究
CAF (Core Annular Flow)

重質油よりも粘性が上昇[1]

粘性が水に接近[1]

 先行研究においてCAFが管内圧力損
失を抑制する効果を報告[2]

 油回収過程でCAFを形成できれば、
迅速な油回収として貢献可能

 界面活性剤添加が有効[1]と思われる
が、移送配管内の圧力損失抑制効果
について知見がない

• 水or水溶液とHFOを撹拌し、油回収管内へ供給
• 配管内における圧力損失ΔPfの計測
• 流路出口付近のエマルションを採取し顕微鏡観測

②実験方法、条件
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③実験結果

本試験により計測した配管内の圧力損失

同一流路で水を流した際に計測した圧力損失

CAF形成時に示す
相関の範囲

• 界面活性剤を含まない水をHFOに噴射すると、W/O型エマルショ
ンを形成し、圧力損失が不安定となり、乱高下する結果を得た。

• 界面活性剤を添加した水溶液をHFOに噴射する、O/W型エマル
ションの形成を確認し、管内圧力損失を安定させた。

• 界面活性剤の投入により、CAF相当の圧力比範囲に接近した。
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